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八木田和浩議員酒 井 健 二 議 員

Ｊ
Ｒ
日
高
線
跡
地
等
の

　
　
　
　
　
　
活
用
に
つ
い
て

森
林
資
源
の

　
　
　
　
好
適
利
用
に
つ
い
て

今
後
の
老
人
福
祉
行
政
と

　 

介
護
従
事
者
に
対
す
る

　
　
処
遇
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
　
　

町
内
の
Ｊ
Ｒ
日
高
線
関
係

　
　
　

町
内
の
Ｊ
Ｒ
日
高
線
関
係

　
　

施
設
（
駅
舎
、
鉄
道
用
地
、

　
　

施
設
（
駅
舎
、
鉄
道
用
地
、

線
路
等
）
を
活
用
し
た
事
業
の
ア

線
路
等
）
を
活
用
し
た
事
業
の
ア

イ
デ
ア
募
集
の
状
況
に
つ
い
て
、

イ
デ
ア
募
集
の
状
況
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
活
用
方
法
が
あ
っ
た

ど
の
よ
う
な
活
用
方
法
が
あ
っ
た

の
か
（
町
広
報
今
年
５
月
号
に
募

の
か
（
町
広
報
今
年
５
月
号
に
募

集
）
質
問
し
ま
す
。

集
）
質
問
し
ま
す
。

　

様
似
駅
前
、駅
周
辺
の
町
有
地
、

　

様
似
駅
前
、駅
周
辺
の
町
有
地
、

鉄
道
用
地
等
を
含
め
た
活
用
方
法

鉄
道
用
地
等
を
含
め
た
活
用
方
法

に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を
質
問
し

に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を
質
問
し

ま
す
。

ま
す
。

　
　
　

残
念
な
が
ら
１
件
の
応
募

　
　
　

残
念
な
が
ら
１
件
の
応
募

　
　

で
し
た
。
内
容
は
キ
ハ

　
　

で
し
た
。
内
容
は
キ
ハ
4040
型型

気
動
車
（
国
鉄
キ
ハ

気
動
車
（
国
鉄
キ
ハ
4040
系
気
動
車

系
気
動
車

と
は
、
昭
和

と
は
、
昭
和
5252
年
か
ら
昭
和

年
か
ら
昭
和
5757
年年

に
か
け
て
、
日
本
国
有
鉄
道
が
製

に
か
け
て
、
日
本
国
有
鉄
道
が
製

造
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
動
車
で
あ

造
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
動
車
で
あ

る
。）
を
購
入
し
て
線
路
上
に
設

る
。）
を
購
入
し
て
線
路
上
に
設

置
し
て
飲
食
ス
ペ
ー
ス
と
し
、
駅

置
し
て
飲
食
ス
ペ
ー
ス
と
し
、
駅

内
弁
当
販
売
、
飲
食
ス
タ
ン
ド
を

内
弁
当
販
売
、
飲
食
ス
タ
ン
ド
を

設
置
す
る
な
ど
、
乗
車
体
験
を
で

設
置
す
る
な
ど
、
乗
車
体
験
を
で

き
る
よ
う
に
と
の
提
案
が
あ
り
ま

き
る
よ
う
に
と
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

し
た
。

　

５
月

　

５
月
2727
日
に
は
様
似
町
観
光
協

日
に
は
様
似
町
観
光
協

会
、
様
似
町
商
工
会
、
さ
ま
に
大

会
、
様
似
町
商
工
会
、
さ
ま
に
大

通
振
興
会
、
会
所
の
会
、
様
似
駅

通
振
興
会
、
会
所
の
会
、
様
似
駅

盛
り
上
げ
隊
、
ま
ん
ま
の
会
が
参

盛
り
上
げ
隊
、
ま
ん
ま
の
会
が
参

加
し
て
Ｊ
Ｒ
日
高
線
跡
地
・
旧
様

加
し
て
Ｊ
Ｒ
日
高
線
跡
地
・
旧
様

似
駅
の
活
用
・
駅
前
整
備
を
考
え

似
駅
の
活
用
・
駅
前
整
備
を
考
え

る
会
を
開
催
し
て
ア
イ
デ
ア
募

る
会
を
開
催
し
て
ア
イ
デ
ア
募

集
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

集
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

内
容
は
線
路
の
活
用
で
は
ト

　

内
容
は
線
路
の
活
用
で
は
ト

ロ
ッ
コ
列
車
や
Ｄ
Ｍ
Ｖ
（
Ｄ
Ｍ
Ｖ

ロ
ッ
コ
列
車
や
Ｄ
Ｍ
Ｖ
（
Ｄ
Ｍ
Ｖ

（
デ
ュ
ア
ル
・
モ
ー
ド
・
ビ
ー
ク

（
デ
ュ
ア
ル
・
モ
ー
ド
・
ビ
ー
ク

ル
）
と
は
、
列
車
が
走
る
た
め
の

ル
）
と
は
、
列
車
が
走
る
た
め
の

軌
道
と
自
動
車
が
走
る
た
め
の
道

軌
道
と
自
動
車
が
走
る
た
め
の
道

路
の
双
方
を
走
行
で
き
る
よ
う
、

路
の
双
方
を
走
行
で
き
る
よ
う
、

鉄
道
車
両
と
し
て
改
造
さ
れ
た
バ

鉄
道
車
両
と
し
て
改
造
さ
れ
た
バ

ス
車
両
の
こ
と
で
あ
る
。）
幌
馬

ス
車
両
の
こ
と
で
あ
る
。）
幌
馬

車
を
走
ら
せ
る
遊
歩
道
や
サ
イ
ク

車
を
走
ら
せ
る
遊
歩
道
や
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
、
線
路
に
列
車
本

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
、
線
路
に
列
車
本

体
を
置
き
、
飲
食
ス
ペ
ー
ス
や
ゲ

体
を
置
き
、
飲
食
ス
ペ
ー
ス
や
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
の
宿
泊
ス
ペ
ー

ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
の
宿
泊
ス
ペ
ー

ス
な
ど
で
の
活
用
、
駅
舎
に
は
カ

ス
な
ど
で
の
活
用
、
駅
舎
に
は
カ

フ
ェ
や
お
年
寄
り
の
交
流
の
場
な

フ
ェ
や
お
年
寄
り
の
交
流
の
場
な

ど
、
人
が
集
ま
る
機
能
を
持
た
せ

ど
、
人
が
集
ま
る
機
能
を
持
た
せ

る
こ
と
が
必
要
な
ど
の
意
見
の
ほ

る
こ
と
が
必
要
な
ど
の
意
見
の
ほ

か
に
、
道
の
駅
、
駐
車
場
の
整

か
に
、
道
の
駅
、
駐
車
場
の
整

備
、
花
壇
の
整
備
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

備
、
花
壇
の
整
備
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
旧
様
似
駅
を
含
む
駅
前
地

し
た
。
旧
様
似
駅
を
含
む
駅
前
地

区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
様
々
な
意

区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
様
々
な
意

見
を
頂
き
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し

見
を
頂
き
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し

て
い
る
状
況
で
す
。

て
い
る
状
況
で
す
。

　

鉄
路
を
含
め
鉄
道
用
地
等
の
財

　

鉄
路
を
含
め
鉄
道
用
地
等
の
財

産
に
つ
い
て
は
、
ど
の
範
囲
ま
で

産
に
つ
い
て
は
、
ど
の
範
囲
ま
で

譲
渡
を
受
け
る
の
か
、
ま
た
、
活

譲
渡
を
受
け
る
の
か
、
ま
た
、
活

用
方
法
等
に
つ
い
て
も
決
定
し
て

用
方
法
等
に
つ
い
て
も
決
定
し
て

い
な
い
状
況
で
す
が
、
い
か
に
こ

い
な
い
状
況
で
す
が
、
い
か
に
こ

の
遺
産
と
い
う
も
の
を
観
光
に
活

の
遺
産
と
い
う
も
の
を
観
光
に
活

か
し
て
い
け
る
の
か
考
え
て
い
る

か
し
て
い
け
る
の
か
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　

現
在
の
所
有
形
態
別
森
林

　
　
　

現
在
の
所
有
形
態
別
森
林

　
　

の
状
況
と
直
近
の
素
材
生
産

　
　

の
状
況
と
直
近
の
素
材
生
産

量
の
推
移
と
町
有
林
に
お
け
る
伐

量
の
推
移
と
町
有
林
に
お
け
る
伐

採
計
画
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

採
計
画
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。
す
。

　
　
　

町
内
の
森
林
状
況
に
つ
い

　
　
　

町
内
の
森
林
状
況
に
つ
い

　
　

て
は
、
別
表
の
通
り
と
な
っ

　
　

て
は
、
別
表
の
通
り
と
な
っ

て
い
る
。
５
年
間
で
年
次
計
画
を

て
い
る
。
５
年
間
で
年
次
計
画
を

立
て
て
お
り
、
現
在
の
計
画
は
平

立
て
て
お
り
、
現
在
の
計
画
は
平

　
　
　

公
共
施
設
に
よ
る
木
質
バ

　
　
　

公
共
施
設
に
よ
る
木
質
バ

　
　

イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
と
エ
ネ

　
　

イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
し
て
、
小

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
し
て
、
小

規
模
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
木

規
模
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
熱
供
給
シ
ス
テ
ム

質
バ
イ
オ
マ
ス
熱
供
給
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
地
域
振
興
の
可
能
性

を
導
入
し
、
地
域
振
興
の
可
能
性

を
広
め
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

を
広
め
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

様
似
町
に
お
け
る
可
能
性
・
必
要

様
似
町
に
お
け
る
可
能
性
・
必
要

性
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

性
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ

　
　
　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ

　
　

ル
ギ
ー
利
用
に
つ
い
て
は
現

　
　

ル
ギ
ー
利
用
に
つ
い
て
は
現

状
で
は
、
電
気
と
熱
の
二
つ
の
利

状
で
は
、
電
気
と
熱
の
二
つ
の
利

用
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
電
気

用
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
電
気

利
用
の
み
の
場
合
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
み
の
場
合
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
は

効
率
は
1515
か
ら
か
ら
3030
％
で
大
規
模
化

％
で
大
規
模
化

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
熱
利
用

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
熱
利
用

の
み
の
場
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は

の
み
の
場
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は

8080
か
ら
か
ら
9090
％
で
、
中
小
規
模
で
も

％
で
、
中
小
規
模
で
も

利
用
可
能
と
さ
れ
て
お
り
、
な
お

利
用
可
能
と
さ
れ
て
お
り
、
な
お

電
気
利
用
と
熱
利
用
を
併
用
し
た

電
気
利
用
と
熱
利
用
を
併
用
し
た

場
合
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は

場
合
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
7070
かか

らら
8080
％
で
あ
り
、
熱
利
用
の
み
の

％
で
あ
り
、
熱
利
用
の
み
の

場
合
よ
り
設
備
費
が
割
高
と
さ
れ

場
合
よ
り
設
備
費
が
割
高
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ

　

公
共
施
設
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
熱

マ
ス
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
熱

利
用
で
の
可
能
性
が
高
い
も
の
と

利
用
で
の
可
能
性
が
高
い
も
の
と

考
え
ら
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

考
え
ら
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
と
し
て
林
業
分
野
に
お
い
て

地
消
と
し
て
林
業
分
野
に
お
い
て

も
必
要
性
が
高
く
、
地
域
振
興
に

も
必
要
性
が
高
く
、
地
域
振
興
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
か
ら
来
る
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

こ
れ
か
ら
来
る
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

改
修
、
改
築
の
場
面
で
は
当
然
考

改
修
、
改
築
の
場
面
で
は
当
然
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。

思
う
。

　
　
　

現
在
の
福
祉
施
設
の
利
用

　
　
　

現
在
の
福
祉
施
設
の
利
用

　
　

状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ

　
　

状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
。

い
て
。

　
　
　

様
似
ソ
ビ
ラ
荘
は
平
成

　
　
　

様
似
ソ
ビ
ラ
荘
は
平
成
2929

　
　

年
に
現
在
の
場
所
に
移
転
し

　
　

年
に
現
在
の
場
所
に
移
転
し

た
時
か
ら
入
所
者
で

た
時
か
ら
入
所
者
で
6060
名
、
短
期

名
、
短
期

入
所
で

入
所
で
1616
名
の
定
員
で
運
営
さ
れ

名
の
定
員
で
運
営
さ
れ

て
い
る
。
入
所
者
は
ほ
ぼ
満
床
状

て
い
る
。
入
所
者
は
ほ
ぼ
満
床
状

態
で
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
短
期
入

態
で
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
短
期
入

所
に
つ
い
て
は
、
年
度
に
よ
り
実

所
に
つ
い
て
は
、
年
度
に
よ
り
実

績
が
異
な
り
少
な
い
時
で
４
名

績
が
異
な
り
少
な
い
時
で
４
名

位
、
多
い
時
で

位
、
多
い
時
で
1515
名
位
で
す
。

名
位
で
す
。

　

昨
年
の
後
半
か
ら
ソ
ビ
ラ
荘
で

　

昨
年
の
後
半
か
ら
ソ
ビ
ラ
荘
で

介
護
職
員
が
不
足
と
な
り
、
令
和

介
護
職
員
が
不
足
と
な
り
、
令
和

４
年
２
月
か
ら
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

４
年
２
月
か
ら
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

短
期
入
所
の
二
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト

短
期
入
所
の
二
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
1616

床
分
が
一
時
閉
鎖
と
な
り
、
現
在

床
分
が
一
時
閉
鎖
と
な
り
、
現
在

も
続
い
て
い
る
。

も
続
い
て
い
る
。

　

全
国
全
道
的
に
介
護
人
材
が
不

　

全
国
全
道
的
に
介
護
人
材
が
不

足
し
て
お
り
な
か
な
か
職
員
を
補

足
し
て
お
り
な
か
な
か
職
員
を
補

充
す
る
見
通
し
が
立
っ
て
い
な

充
す
る
見
通
し
が
立
っ
て
い
な

い
。
い
。

　
　
　

介
護
従
事
者
の
労
働
環
境

　
　
　

介
護
従
事
者
の
労
働
環
境

　
　

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

勤
務
時
間
は
４
種
類
で
①

　
　
　

勤
務
時
間
は
４
種
類
で
①

　
　

午
前
７
時
か
ら
午
後
４
時
ま

　
　

午
前
７
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
②
午
前
９
時

で
②
午
前
９
時
1515
分
か
ら
午
後
６

分
か
ら
午
後
６

時時
1515
分
ま
で
③
午
後
２
時

分
ま
で
③
午
後
２
時
4545
分
か
分
か

ら
午
後

ら
午
後
1111
時時
4545
分
ま
で
④
午
後

分
ま
で
④
午
後
1111

時時
3030
分
か
ら
翌
日
午
前
９
時

分
か
ら
翌
日
午
前
９
時
3030
分分

　
　
　

福
祉
行
政
と
し
て
現
状
を

　
　
　

福
祉
行
政
と
し
て
現
状
を

　
　

ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

　
　

ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

　
　
　

町
内
の
施
設
利
用
希
望
者

　
　
　

町
内
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町内形態別森林面積町内形態別森林面積
（令和 3年度末時点）（令和 3年度末時点）

道有林道有林 2万 547ha2 万 547ha

町有林等町有林等
（針葉樹）（針葉樹）

785ha785ha

町有林等町有林等
（広葉樹）（広葉樹）

2,106ha2,106ha

▲　様似駅開業当時からの石積みであると思われる

　　プラットフォーム

町内素材生産量町内素材生産量
（令和 2年度まで）（令和 2年度まで）

平成 28 年度平成 28 年度 2万 822 ㎥2 万 822 ㎥

平成 29 年度平成 29 年度 2万 326 ㎥2 万 326 ㎥

平成 30 年度平成 30 年度 2万 712 万 71 ㎥㎥

令和元年度令和元年度 1万 1,7701 万 1,770 ㎥㎥

令和 2年度令和 2年度 1万 2,0691 万 2,069 ㎥㎥

▲　日高線の終点


